
ミ
ラ
イ
を
実
現
す
る
た
め
の
市
民
、
事
業
者
、
行
政
の
協
働
で
で
き
る
こ
と

めざす「米原のミライ」 

都市
経営 

都市
基盤 

防災・

福祉 

子育て支
援・教育・

人権 

環境 

産業 
経済 

「防災」「福祉」のめざすミライ 「子育て支援」「教育」「人権」のめざすミライ 

「都市基盤」のめざすミライ 「産業」「経済」のめざすミライ 

「
都
市
経
営
」
の
め
ざ
す
ミ
ラ
イ

「
環
境
」
の
め
ざ
す
ミ
ラ
イ

ミライを実現するための市民、事業者、行政の協働でできること ミライを実現するための市民、事業者、行政の協働でできること

ミライを実現するための市民、事業者、行政の協働でできること ミライを実現するための市民、事業者、行政の協働でできること

ミ
ラ
イ
を
実
現
す
る
た
め
の
市
民
、
事
業
者
、
行
政
の
協
働
で
で
き
る
こ
と

・みんなで助け合うまち

・顔が見えるくらし ・日頃からの備え

・みんなが“災害”“福祉”を

自分ごととしてとらえて、協力するまち

・こどもの主体性を大切にしたまち

・地域の特色を活かした人づくり
・地元の資源を最大限に活かし、
コスパ・クオリティを両立するまち

・子どもファースト

・
都
市
と
自
然
の
バ
ラ
ン
ス

・
人
と
自
然
が
共
存
で
き
る
ま
ち

・
自
然
と
調
和
の
と
れ
た
田
舎
都
市

・
未
来
へ
つ
な
ぐ 

・
み
ん
な
が
主
役
で
対
話
し
あ
え
る
ま
ち

・
自
分
ご
と
で
考
え
る 

・
米
原
市
の
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
、

 

マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
い
く
ま
ち 

・
み
ん
な
で
と
も
に…

 

・自然と都市のバランス

・ちょうど良いを見直す
・新幹線を全面ＰＲして、空き家を有効活
用し、人口増やすまち

・安心・安全が保障されている

・自然・都市の調和した経済・産業活動

・力を合わせてコツコツと！
・地域資源を活かしたビジネスの
スタートアップを応援するまち

・やりたいことができる
【その他】 

・不法投棄が無い町

・体感する機会→感受性を育む

立場を超えて一緒に 

話し合える場づくり 

まちを持続して
いくこと… 

・みんなでつくるまち

・個々が輝くまち

・ポテンシャルを最大限に活かす

・グラデーションのあるまち

・全てがつながる両立するミライ

【駅前】 

・米原駅前にいかに開発するか

・鉄道で盛り上げる

【都市経営】 

・みんなが当事者意識を持った都市経営

・無理に都市を目指さない

・先進事例を貪欲に取り入れられる

・走りながら組み立てるを恐れない

・若者が住みたいまち

・遺産をいかしたまち

・スポーツ、エンタメ、マニアのまち

・規制をゆるめる Or 緩和する

・イベントがたくさんあるまち

・コミュニティナースの設置

・みんなで民間・市民のノウハウをつくる

・ネットワーク(ぷらっとほーむ)

↑行政・民間、一つになる場

【DX・IT・AI】 

・ＤＸ、ＡＩ、ITで市民の声を集める

【仕事・企業・経営】 

・収支バランスの問題の抽出

・重点優先を考えた予算配分

・共同事業の復活

・専門家が生きる

・すべての取り組みが何らかの経済活動につながっている 

・企業にも起業にも公的支援

・ベンチャー企業が輝けるまち

【その他】 

・市民活動やボランティア活動を支える

・ニーズがあってもマッチングができていない

・自助共助が当たり前にできるまち

(困ったときはお互い様)

・ふるさと納税(個人、企業)

・農林(漁)業の担い手確保

→マッチング移住者も

【自然】 

・伊吹山の生態系の保全活動

・自然豊かなまちを楽しむ場づくり・登山、公園、星空

・自然を押さえ込まない

・山岳観 ・自然ツーリズムで地域の活性化

・自然を感じるアクティビティ

・植生回復 ・自然と共生するまち

・環境学習については大人になってからより

子供の頃から学習する機会を持つ

【食事】 

・地産地消

・オーガニック給食

・豊かな食・お米作り・野菜作り

・伝統的な食文化の継承

【水】 

・きれいな水のまち

・琵琶湖東側の東北エリアと南部エリア←役割を分ける

・琵琶湖の素 水源は絶対守っていく

・湧水巡りで水環境を知る、学ぶ

・泳げる琵琶湖

【エネルギー】 

・ソーラーパネル設置に対する規制作り

・バランスの取れたエネルギー使用

・“太陽光以外”の自然エネルギーの更なる活用

【農業】 

・新規就農者の募集・支援

・農業の担い手→景色の維持

・農業 林業 水産業

かせげるモデル→ＩＴ？ ＡＩ？

【交通】 

・交通インフラ整備

・車が乗れない人でも住みやすいまちづくり

・都市基盤 便利と交通と目途めりはり

【くらし】 

・持続可能な自然と調和した都市基盤

・米原市に住もうと思う生活基盤がある

・子どもが行ける範囲に公園を(送内)

【安全】 

・安心安全が保障されている

・行政の補助
【その他】 

・上下水道のメンテナンス

・情報インフラ

・産業振興 ・ＯＳＰ ・ＮＡＮＧＡ

・粗大ゴミのリユース、リメイク

・スタートアップの足かせにならない

・既存設備の計画的修繕

・コンパクトシティ

【仕事・企業・経営】 

・個人のスモールビジネスの促進

・起業を応援する仕組み

・地域の特色を活かした産業

・企業誘致(働く場所を増やす)

・複業の支援

・第 1次案業の見直し

・交通の便を活かした産業に特化

・自然に優しい工場の誘致

・半導体企業の誘致

・新しい農業水産業ビジネス

【地域】 

・特産品開発

・地域の魅力をアピール

・この地域ならではの産業の再確認

【施設】 

・大型ショッピングモール

・カフェ、バーなどの集まれる場所

・マッチングシステム

(空き地活かす→畑したい)

・医療ツーリズム

【その他】 

・三方よし２.０

・自然の循環と消費のバランス

・他自治体との連携

【地域・くらし】 

・支援の必要な方も住みたい場で住める

・共に助け合うまち

・移動販売車の公営化もあるのでは！

・医療機関の充実（小児科、整形外科等）

・地域交流→顔が見える関係性

・行政と地域・住民との橋渡し

【災害に強いまちづくり】 

・避難所に行かなくても過ごせる備えを強化する

・多世代シェアハウス

・連絡網 ・安否確認の仕組みの強化

・防災士を増やす ・防災訓練を繰り返し行う

・熊やシカの危険について備えていく必要がある

・多様なつながりを生む場つくり 運営

・普段からの近所づきあい ・避難所の周知

第３次米原市総合計画策定に向けた 第２回 市民ワークショップ 取りまとめ用紙（2025.10.25） 【教育】

・子どもを支える仕事をしている人を支える

・子どもの主体性を大切にした教育環境がある

・商売を教える教育を追加

・家族ファミリーで子育てできる(育休や補助)

・子どもの「やりたいこと」を応援できる仕組み

・地域の人達が集まる場所をつくる

・保育料の無料化(段階的にでも)

・気軽に子どもを預けられる場所と仕組み作り

・子どもたちの記憶に残る体験

・大学誘致を進める

・生きる力つける、食育だけでなく、衣食住すべて

・特別学校を設備する

・専門的な事が学べる学校をつくる(農業関係など)

・子どもの権利を基調とした子育て支援

・多様な選択のある教育

【遊び】

・多世代交流→学びの場 ・365 日遊べるまち

・天候型公園 ・つながりが深まる行事

資料３ 
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ミ
ラ
イ
を
実
現
す
る
た
め
の
市
民
、
事
業
者
、
行
政
の
協
働
で
で
き
る
こ
と 

 
めざす 

「米原のミライ」 
都市
経営 

都市
基盤 

防災・

福祉 

子育て支
援・教育・

人権 
 

環境 

産業 
経済 

「防災」「福祉」のめざすミライ 「子育て支援」「教育」「人権」のめざすミライ 

「都市基盤」のめざすミライ 「産業」「経済」のめざすミライ 

「
都
市
経
営
」
の
め
ざ
す
ミ
ラ
イ 

「
環
境
」
の
め
ざ
す
ミ
ラ
イ 

若者がいき

いきと活躍

できるまち 

ミライを実現するための市民、事業者、行政の協働でできること ミライを実現するための市民、事業者、行政の協働でできること 

ミライを実現するための市民、事業者、行政の協働でできること ミライを実現するための市民、事業者、行政の協働でできること 

 

ミ
ラ
イ
を
実
現
す
る
た
め
の
市
民
、
事
業
者
、
行
政
の
協
働
で
で
き
る
こ
と 

 

みんなで助け合うまち こどもの主体性を大切にしたまち 

み
ん
な
が
主
役
で 

対
話
し
あ
え
る
ま
ち 

都
市
と
自
然
の
バ
ラ
ン
ス 

自然と都市のバランス 自然・都市の調和した 

経済・産業活動 

みんなでつくるまち 

・共に助け合うまち 

・障がい者を後回しにしな(防災) 

・移動販売車の公営化もあるのでは！ 

・医療機関の充実（小児科、整形外科等） 

・縁側がある 

・みんなが住みたい場で住み続けられる 

・支援の必要な方も住みたい場で住める 

・行政と地域・住民との橋渡し 
・地域で子供を育てる 

・子どもを支える仕事をしている人を支える 

・子どもの主体性を大切にした教育環境がある 

・1人 1人が大事にされる 

・保育料の無料化(段階的にでも) 

・ “人”が育つまち 

・子ども自身が大事にされる 

・ソーラーパネル設置に対する規制作り 

・新規就農者の募集・支援 

・伊吹山の生態系の保全活動 

・町中がエディブル 

・畑が、空地が守られる 

・自然と共生するまち 

・消費活動に偏らない楽しみの創発 

・三方よし２.０ 

・自然の循環と消費のバランスがとれている 

・小さな商いが地域にある 

・持続可能な自然と調和した都市基盤 

・粗大ゴミのリユース、リメイク 

・スタートアップの足かせにならない 

・空き家が使われたり管理される 

・住み続けられるまち 

・米原市に住もうと思う生活基盤がある 

・子どもが行ける範囲に公園を(送内) 

・コミュニティナースの設置 

・みんなが当事者意識を持った都市
経営 

・みんなで考えるまちづくり 

・無理に都市を目指さない 

・先進事例を貪欲に取り入れられる 

・田舎のもつポテンシャルを活かす 

・ＩＴを活用して市民が意見を出し
易く、まとめ易い 

・走りながら組み立てるを恐れない 

・若者が住みたい街 

・市民活動やボランティア活動を支
える 



第３次米原市総合計画策定に向けた 第２回 市民ワークショップ 取りまとめ用紙（2025.10.25） Bグループ 

 

 

  

ミ
ラ
イ
を
実
現
す
る
た
め
の
市
民
、
事
業
者
、
行
政
の
協
働
で
で
き
る
こ
と 

 
めざす 

「米原のミライ」 
都市
経営 

都市
基盤 

防災・

福祉 

子育て支
援・教育・

人権 
 

環境 

産業 
経済 

「防災」「福祉」のめざすミライ 「子育て支援」「教育」「人権」のめざすミライ 

「都市基盤」のめざすミライ 「産業」「経済」のめざすミライ 

「
都
市
経
営
」
の
め
ざ
す
ミ
ラ
イ 

「
環
境
」
の
め
ざ
す
ミ
ラ
イ 

若者がいき

いきと活躍

できるまち 

ミライを実現するための市民、事業者、行政の協働でできること ミライを実現するための市民、事業者、行政の協働でできること 

ミライを実現するための市民、事業者、行政の協働でできること 

ミライを実現するための市民、事業者、行政の協働でできること 

 

ミ
ラ
イ
を
実
現
す
る
た
め
の
市
民
、
事
業
者
、
行
政
の
協
働
で
で
き
る
こ
と 

顔が見えるくらし 地域の特色を活かした人づくり 

人
と
自
然
が
共
存
で
き
る
ま
ち 

ちょうど良いを見直す 力を合わせてコツコツと！ 

自
分
ご
と
で
考
え
る 

・境界の無い福祉を目指す 
・地域交流→顔が見える関係性 
・避難所の周知 
 

・子どもも高齢者も安心して暮らせる町を整備 
・避難所に行かなくても過ごせる備えを強化する 
・多世代シェアハウス 
・“防災”を自分ごとで考えられるような場づくり 

・子どもたちを見守る場所づくり 
・商売を教える教育を追加 
・家族ファミリーで子育てできる(育休や補助) 
・子どもの「やりたいこと」を応援できる仕組み 
・地域の人達集まる場所をつくる 

・専門的な事が学べる学校をつくる 
(自然が多いので農業関係など) 

・大学誘致を進める 
・教育特区にして柏原小・中を特色ある公立校にして教育移住ねらう 

・多世代交流→学びの場 
・天候型公園 
・地域コミュニティ 
↓交流 
身近な見守り 

・生きる力つける、食育だけでなく、衣食住すべて 
・特別学校を設備する 
・歩道の整備 
 

・収支バランスの問題の抽出 

・ＤＸ、ＡＩで市民の声を集める 

・重点優先を考えた予算配分 

・共同事業の復活 

・市営のものを増やす 

 

・人と自然が共存できるまち 

・不法投棄が無い町 

・自然豊かなまちを楽しむ場づくり 

・登山、公園、星空 

・人間も自然の一部 

・未来を考えた環境保全 

・バランスの取れたエネルギー使用 

・自然保護は基本 

・琵琶湖東側の東北エリアと南部エリア 

↑役割を分ける 

・自然との共生を目指す取組み 

・メガソーラーばかり目に入るの嫌だ 

・琵琶湖の素 水源は絶対守っていく 

・自然(文化と文明のバランス) 

・体感する機会→感受性を育む 

・安全安心 地産地消 (元気の出る) 農林水産 

・自然を押さえ込まない 

・自然との共存→農業・里山の暮らし 

・今まで既存の施設を利用 

・日常的に人が集まれる場所づくり 

・既存設備の計画的修繕 

・インフラの維持管理(新設ではなく) 

・ちょうど良いを見直す 

・交通の便が良いというメリットを活用できる施策 

・北陸新幹線が来ても在来線を３セク化しない お金も出さない 

・個人のスモールビジネスの促進 

・起業を応援する仕組み 

・担い手不足の改善 

・地域の特色を活かした産業 

・企業誘致(働く場所を増やす) 

・複業の支援 

・稼げるノウハウを持つ人を増やす 

・第 1次案業の見直し 

・交通の便を活かした産業に特化する 

・自然に優しい工場の誘致 

・個人商店のあるまち 

・特産品開発 

・それぞれの地域の魅力をアピールして、経済的に豊かに 

米原でお金を使うしくみ 

・この地域ならではの産業の再確認→ふくらませる 

個々が輝くまち 
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ミ
ラ
イ
を
実
現
す
る
た
め
の
市
民
、
事
業
者
、
行
政
の
協
働
で
で
き
る
こ
と 

 
めざす 

「米原のミライ」 
都市
経営 

都市
基盤 

防災・

福祉 

子育て支
援・教育・

人権 
 

環境 

産業 
経済 

「防災」「福祉」のめざすミライ 「子育て支援」「教育」「人権」のめざすミライ 

「都市基盤」のめざすミライ 「産業」「経済」のめざすミライ 

「
都
市
経
営
」
の
め
ざ
す
ミ
ラ
イ 

「
環
境
」
の
め
ざ
す
ミ
ラ
イ 

若者がいき

いきと活躍

できるまち 

ミライを実現するための市民、事業者、行政の協働でできること ミライを実現するための市民、事業者、行政の協働でできること 

ミライを実現するための市民、事業者、行政の協働でできること ミライを実現するための市民、事業者、行政の協働でできること 

 

ミ
ラ
イ
を
実
現
す
る
た
め
の
市
民
、
事
業
者
、
行
政
の
協
働
で
で
き
る
こ
と 

地元の資源を最大限に活かし、 
コスパ・クオリティを両立するまち 

自
然
と
調
和
の
と
れ
た
田
舎
都
市 

米
原
市
の
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
、 

マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
い
く
ま
ち 

みんなが“災害”“福祉”を 
自分ごととしてとらえて、協力するまち 

新幹線を前面ＰＲして、空き家を有効活用し、
人口増やすまち 

地域資源を活かしたビジネスの 
スタートアップを応援するまち 

・湧水の活用 

・農業の担い手→景色の維持 

・環境学習については大人になってからより 

子供の頃から学習する機会を持つ 

・山岳観 

・光と set 

・自然ツーリズムで地域の活性化 

・“太陽光以外”の自然エネルギーの更なる活用 

・ニーズがあってもマッチングができていない 

・専門家が生きる 

・ふるさと納税(個人、企業) 

・農林(漁)業の担い手確保→マッチング移住者も 

・連絡網 
・安否確認の仕組みの強化 
・防災士を増やす 
・共助のまち 
・防災訓練は、くり返しくり返し行うことが大切 

・特色ある教育理念 
・子育て環境の更なる充実、差別化を進める 
・赤字覚悟で、子育て支援 
・子どもが 365 日遊べるまち 

・安心して、気軽に子どもを 
預けられる場所、仕組み作り 

・大学研究機関の誘致 

・ＰＲしきれてない 

・コンパクトシティ 

・高規格道路の整備 

・中心のしっかりしたまち 

・空家対策をすすめる 住みたい人がいても家がない 

・新幹線を中心としたハブ機能を活かした基盤づくり 

・無駄な施設を作らない 

・医療ツーリズム 

・他自治体との連携 

・新しい農業水産業ビジネス 

・長浜、彦根と協力した医療圏域 

・スモールビジネスを始めやすい仕組み 

・米原発の中企業がたくさんある 

・若者が定着できる企業誘致や産業の振興を進める 

・半導体企業の誘致 

ポテンシャルを最大限に活かす 
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めざす 

「米原のミライ」 
都市
経営 

都市
基盤 

防災・

福祉 

子育て支
援・教育・

人権 
 

環境 

産業 
経済 

「防災」「福祉」のめざすミライ 「子育て支援」「教育」「人権」のめざすミライ 

「都市基盤」のめざすミライ 「産業」「経済」のめざすミライ 

「
都
市
経
営
」
の
め
ざ
す
ミ
ラ
イ 

「
環
境
」
の
め
ざ
す
ミ
ラ
イ 

若者がいき

いきと活躍

できるまち 

ミライを実現するための市民、事業者、行政の協働でできること ミライを実現するための市民、事業者、行政の協働でできること 

ミライを実現するための市民、事業者、行政の協働でできること ミライを実現するための市民、事業者、行政の協働でできること 
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、
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で
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き
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こ
と 

米原に 

いいもの 

いっぱいある！ 

子どもの意思… 
選択 

教育内容 

交通 

立場を超えて一緒に 
話し合える場づくり 

まちを持続して
いくこと… 

日頃からの備え 子どもファースト！！ 

未
来
へ
つ
な
ぐ 

安心・安全が保障されている やりたいことができる 

み
ん
な
で
と
も
に…

 

グラデーションのあるまち 

色んな人がいる 
選択できる 

・みんなで育てる、守るまち 
・まいばらならではの教育を 
・特色を、強みを出す 
・色んな選択ができる教育 
 
 

・子どもの権利を基調とした子育て支援 
・多様な選択のある教育 

・避難訓練などをして災害に備える 
・熊やシカの危険について備えていく必要がある 
・助け合える普段からの付き合い 
・自らで守るまち 

・みんなで民間・市民のノウハウをつくる 

・自助共助が当たり前にできるまち 

(困ったときはお互い様) 

・遺産を生かしたまち 

・市民も参加して作るまち 

・イベントがたくさんあるまち 

・ネットワーク(プラットフォーム) 

行政・民間、一つになる場 

・車が乗れない人でも住みやすいまちづくり 

・渋滞がないまち 

・安心安全が保障されている 

・街灯がない・暗い 

・行政の補助 

 

・やりたいことができる(仕事)まち 

・もうかる 

・人が集まる商業施設 

・自然そのまま 

・地産地消 

・オーガニック給食 

・きれいな水のまち 

・平穏 
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継続する 
(する為にはどうする) 

・米原駅前にいかに開発するか 

・鉄道で盛り上げる 

新幹線、在来線、近江鉄道 

・都市経営 

・すべての取り組みが何らかの経済活動に
つながっている 

・米原駅 駅チカ開発 

・企業にも起業にも公的支援 

・スポーツ、エンタメ、マニアの街 

・規制をゆるめる Or 緩和する 

・ベンチャー企業が輝けるまち 

・上下水道のメンテナンス 

・交通インフラ整備 

・情報インフラ 

・都市基盤 便利と(交通)と目途めりはり 

・産業振興 ・ＯＳＰ ・ＮＡＮＧＡ 

・人と人が出会うしかけ 
・産業経済 
・きらりと光る個人事業(伝統)とリモート、先端産業 
・かせげる 
・稼げる仕事がある 
・暮らしに困らない働き口 
・大型ショッピングモール 
・カフェ、バーなど中年世代の集まれる場所 
・マッチングシステム 

(空き地活かしてほしい↔畑したい) 

・農業 林業 水産業 

かせげるモデル→ＩＴ？ ＡＩ？ 

・自然を感じるアクティビティ 

・伊吹山の緑が戻る(シカ対策) 

・泳げる琵琶湖 

・自然の中で、共に生きる人間としての自覚を
持っての暮らし 

・伝統的な食文化の継承 

・みんなで伊吹山再生 

・湧水巡りで水環境を知る、学ぶ 

・緑豊かな伊吹山 

・植生回復 

・豊かな食 

・お米作り 

・野菜作り 

・体験、経験してみる→ボランティアに行く(防災) 
・多様なつながりを生む場つくり 運営 
・防災に強い→市民が災害について意識を高く持っている 
・人と人のつながりが福祉であり防災につながる 
・普段からの近所づきあい 
・市のハザードマップから学習する 
・発災時のシュミレーションを図る 

・普段からのつながりで 
災害があっても 
安心して生活できる 

・隣同士で助け合える町 

・住民同士のつながりが深まる行事・イベント 
・教育は人育て→個性と魅力ある園、学校作り 
・子供の頃からされた体験 継続性 
・子どもたちの記憶に残る体験 
・子どもたちにとって「遊ぶこと」の価値がしっかり理解される 

(単なる暇つぶし？？生きるイミそのもの！！) 
・小中高学生の行政・起業体験→農業 

・子どもの遊び場 
小さくてもいいので、あればいくつでも 

・“みんな”が受け入れてもらえる環境 
・魅力ある園、学校作り 

全てがつながる両立するミライ 

つなげる 
つなぐ 

(意向をもって) 
コーディネート 

機能 

知識より体験知る 


